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平松 竹皮 ( 本田技術研究所 ) 

] . 自動車の研究開発史を 通して 

1.1  どんな車でも 作れる技術を 持っ日本の自動車産業。 弱者は ェ ミュレートで 生き残り 

強者はクリエートするのが 責務。 

0  技術史の教えるところ、 歴史のあ る断面に於けるテクノロジ 一のチャンピオン 

地域は一つしか 存在しなかった 

O  リーダー地域が 代わる要因 ( 薬師寺奉戴 ) 
・ テクノロジ一に 関して強敵が 登場した場合 

・ 自国に極端な 経済合理主義が 蔓 延した場合 

  技術偏重主義に 陥った場合 

1.2 今、 多種多様な国内市場、 ユーザ 一の混乱、 資源の浪費といわれている。 

く F Ⅳ． 1> 国内市場に於ける 主要販売チャンネル 別 乗用車構成 1992 年 7 月現在 
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く FIG.2> 国内市場に於ける 各車種の販売状況 
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1.3  これまで自由競争は、 「商品」を進化させてきた。 

  初代 CIV に里主Ⅰ 2 
  CVCC でマスキ一法クリアⅠ 4 

  ガソリン 焦め化 スクート 
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く FIG,4>  ACCORD  4Door  vs  ㎝ X.  J, コルシカの変遷 
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これまで自由競争は、 「技術」を進化させてきた。 
ぐ IG.5> マスキ一法 等 排出ガス規制対応 
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ぐ ㏄． 6> MV S S 等安全規制対応 

  Ⅰ 970 Ⅱ 975 Ⅰ 980 Ⅰ 985 Ⅰ 990 
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ぐ IG.7> 技術開発の流れ 

普及   

成熟技術段階 

合理化普及段階 

技術開発戦国段階 

年 

一 185 一 



1.5  これから、 環境や社会との 共生を目指す 技術進化が求められる 時代。 この要請に応 

えるには、 生き残りをかけた 技術開発戦国段階を 経るのが結果的 高 効率と考える。 
く FIG.8> 将来に向かって 新たな社会要求 

<FIG   9> 且の増加に伴う 社会的要求 
+ 千万台 
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( 要約 ) 
● どんな車でも 作れる技術を 持つ日本の自前車産業。   

● これまで自由競争は、 「技術」を進化させてきた。 
● これから、 仮 坊や社会との 共生を目指す 技術進化が求められる 時代。 

この 高効率と考える。 要苗に 応えるには、 生き残りをかけた 技術開発我国段階を 経るのが結果的 
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2. ホンダに於ける 自動車の研究と 開発を通して 

2.1 自動車はあ る種の嗜好品であ り自然科学ではない。 絶対的正解のない 社会科学であ る。 

ぐ ㏄． 10>  車に求められる 要素・機能の 変遷 
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2 ム その商品の特性からして、 機械要素と人間要素のバランスを 取ることがマネージメ 

ント の基本。 

く P 几 ． 12>  ホンダに於ける 組織と仕組み 

く FIG. 13>  開発組織 4 つのモデル 

      機能 別 ( 推 ftW り ) 租億 2 :  軽ユ扱 プロダクトマネージャー 阻構 
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く FIG. 14>  ホンダに於ける 評価システム 
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く F 几 ． 15> ホンダに於けるマネージメントスタイス ル の変化と課題 

      " 。 口 。 一 。 ' " 。 。 一 " 。 。 " 。   " 
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2.8  今後は、 企業体の維持と 進化のための 二つの仕組みが 大切。 

0  仕組みの課題 ・研究と開発のバランス 取り 

Ⅰジュニアスアプローチとシステマテイックアプローチの 共存 

0  粗織の課題 Ⅰ知識・情報を 人に教える企業一家の 良いところを 生かす開発 

領域 

・皆で考える、 手分けするは 馴染まない、 個人に属する 
ヒラメ キ の研究領域 

・トップマネ 、 一 ジメントは過去の 人 

              ルマネ 、 一 ジメントはスペシャリスト 

0  人の課題 
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2.4  開発資源の有効活用は 集中することと、 継続すること。 

く FIG. 16>  ホンダに於ける 四輪車開発資源の 変遷 
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く FIG. 17>  ホンダに於ける 大卒採用実積       
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( 要約 ) 
● 自動車はあ る種の牢序品であ り自然科学ではない。 絶対的正解のな い 社会科学 

であ る。   

● その商品の特性からして、 機械要素と人間要素のパランスを 取ることがマネー 
ジメントの基本。 

● 今後は、 企業体の維持と 進化のための 二つの仕組みが 大切。 
● 開発資源の有効活用は、 集中することと 継続すること。 
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